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事
業
報
告
や
個
人
会
員
制
度
承
認

平
成
２８
年
度
愛
知
県
山
岳
連
盟

定
時
総
会
が
、
４
月
１６
日
（土
）
午

後
２
時
よ
り
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会

館
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。最

初
に
定
足
数
の
報
告
で
、
本

日
の
出
席
者
５‐
名
、
委
任
状
１８
名

で
会
則
第
１９
条
に
よ
る
役
員
の
２

分
の
１
を
満
し
て
お
り
、
総
会
が

成
立
し
た
旨
を
告
げ
ら
れ
た
。

冒
頭
、
安
藤
会
長
が
挨
拶
で

「
今
日
は
総
会
に
出
席

い
た
だ
き

有
難
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。　
一
昨
日

か
ら
九
州
の
熊
本
県
を
中
心
に
大

き
な
地
震
が
起
き
て
い
ま
す
。
心

よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
、
私
達

も
地
震
に
は
充
分
注
意
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

尚
、
昨
年
度
は
皆
様
方
の
ご
協

力
に
よ
り
、
諸
事
業
を
遂
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
の
総

会
で
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
い

た
だ
き
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
述
べ
、
議
長
に
伊

藤
副
会
長
が
任
命
さ
れ
、
議
事
が

進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
各
部
の
報
告
か
ら
始
め

ら
れ
、
事
務
局
か
ら
諸
会
議
の
出

席
状
況
。
企
画
部
は
気
象
講
習
会

や
県
民
登
山
、
ス
キ
ー
大
会
、
山

岳

マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
実
施
概
要
。

遭
難
対
策
は
春
冬
の
遭
対
会
議
、

「
遭
難
を
考
え
る
」
講
演
会
。
指

導
委
員
会
で
は
各
種
講
習
会
や
勉

強
会
な
ど
の
報
告
が
あ

っ
た
。

更
に
、
自
然
保
護
委
員
会
、
北

谷
小
屋
の
貸
切
状
況
。
高
体
連
の

各
登
山
大
会
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
。

国
体
強
化
部
の
事
業
が
各
担
当
常

任
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、
了
承
さ

れ
た
。

終
り
に
広
報
担
当
か
ら
、
会
報

の
発
行
に
当
り
、
会
員
諸
氏
か
ら

の
寄
稿
に
対
す
る
お
礼
と
、
今
後

も
執
筆
の
お
願
い
が
あ

っ
た
。

次
に
平
成
２７
年
度
決
算
報
告
、

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

案
が
発
表
さ
れ
承
認
し
た
。
最
後

は
、
懸
案
だ

っ
た
個
人
会
員
登
録

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
の
審
議
が

あ
り
質
疑
応
答
の
の
ち
承
認
さ
れ

た
。そ

の
他
で
は
、
指
導
員
申
請
に

つ
い
て
、
気
象
講
習
会
の
内
容
が

今
年
か
ら

「
天
気
図
の
読
み
方
」

に
変
更
、
県
民
登
山
教
室
を
年
３

回
実
施
、
名
簿
作
成
に
当
り
変
更

あ
る
場
合
の
早
急
な
届
け
出
、
第

４
回
夏
山

フ
ェ
ス
タ
の
Ｐ
Ｒ
、

「
山
の
日
」
制
定
を
記
念
し
た
行

事
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

総
会
は
午
後
３
時
３０
分
、
高
橋

副
会
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
し
て
滞

り
な
く
終
了
し
た
。
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愛
知
岳
連
親
睦
ス
キ
ｌ

ｏ
雪
山
ハ
イ
ク

岡
崎
山
岳
会
が
団
体
・
個
人
共
制
す

４４
回
目
を
数
え
る
恒
例
の
親
睦

ス
キ
ー
大
会
は
、
昨
年
同
様
、　
一

日
目
に
雪
山
ハ
イ
ク
、
二
日
目
に

競
技
を
実
施
す
る
と
い
う
形
態
で

２
月
２０
日
～
２‐
日
に
実
施
さ
れ
た
。

暖
冬
で
今
年
度
は
過
去
に
例
を

見
な
い
ほ
ど
の
雪
の
少
な
さ
で
、

ス
キ
ー
場
か
ら
、
状
況
に
よ

っ
て

は
競
技
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
と
の
事
前
の
連
絡
を

受
け
、
さ
ら
に
、

２０
日
も
雨
天

と
、
行
事
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
で
あ

つ
た
。
ま
た
、
参
加
者

数
に
つ
い
て
も
雪
山

ハ
イ
ク
が
ス

タ
ッ
フ
含
め
３
名
、
競
技
も
エ
ン

ト
リ
‐
が
‐８
名
と
少
人
数
で
、
本

当
に
行
事
が
実
施
で
き
る
の
か
ど

う
か
不
安
を
抱
え
る
中
で
当
日
を

迎
え
た
。

そ
れ
で
も
、
第

一
日
目
は
雨
天

の
中
、
雪
山
ハ
イ
ク
に
参
加
者
は

元
気
に
出
発
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
夜
も
ス
タ
ッ
フ
や
夜
に
合
流

し
た
参
加
者
と
と
も
に
、
銘
酒
や

つ
ま
み
を
お
供
に
夜
遅
く
ま
で
楽

し
い
語
ら
い
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

翌
朝
１０
時
、
ウ
イ
ン
グ
ヒ
ル
ズ

白
鳥
ス
キ
ー
場
に
会
場
を
移
し
て

ス
キ
ー
競
技
会
が
始
ま
り
、
Ｈ
時

３０
分
に
競
技
は
終
了
。
ス
キ
ー
場

の
ホ
テ
ル
の
食
堂
に
て
、
恒
例
と

な

っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
バ
イ
キ
ン

グ
の
昼
食
を
取
り
、

１３
時
か
ら
閉

会
式
と
な

っ
た
。

今
回
は
事
前
に
強
化
合
宿
を
行

っ
て
大
会
に
臨
ん
だ
、
岡
崎
山
岳

会
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
エ
ン

ト
リ
１
３
チ
ー
ム
が
全
て
団
体
で

上
位
を
占
め
た
ほ
か
、
個
人
戦
で

も
入
賞
者
５
名
中
優
勝
を
含
め
４

名
を
占
め
た
。

こ
の
行
事
は
伝
統
あ
る
行
事
で

あ
り
、
是
非
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
参
加
者
数
が
こ

の
現
状
で
は
と
て
も
厳
し
い
。
来

年
度
は
参
加
者
が
も

っ
と
増
え
る

よ
う
に
、
企
画
内
容
の
改
善
を
図

り
な
が
ら
、
参
加
し
た
会
員

の

方
々
が
、
「
本
当
に
楽
し
い
」
と

感
じ
て
も
ら
え
る
大
会
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
会

員
の
方
々
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
た
い
。

ま
た
、
本
行
事
の
実
施
に
当
た

っ
て
様
々
な
ご
協
力
を
頂
い
た
民

宿

「
さ
さ
き
」
さ
ん
、
ウ
イ
ン
グ

ヒ
ル
ズ
白
鳥
ス
キ
ー
場
や
、
景
品

を
提
供
頂
い
た
左
記
の
協
賛
店
の

皆
様
方
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

協
賛

一
リ
ノ

。
ポ
イ
ン
ト
、
モ
ン

タ
ニ
ア
、
穂
高
、
ス
テ
ラ
ア
ル
ピ

ー
ナ
、
駅
前
ア
ル
プ
ス
、
ウ
イ
ン

グ
ヒ
ル
ズ
白
鳥
ス
キ
ー
場
、
い
ば

ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ

（関
谷
雅
樹
）

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔個
人
の
部
〕

優
勝
　
窪
田
　
大
地

（岡
崎
山
岳

会
Ａ
）
６７
秒
８４

２
位
　
関
谷
　
雅
樹

（愛
知
県
高

体
連
）
６９
秒
７０

３
位
　
足
立
　
定
則

（岡
崎
山
岳

会
Ａ
）
７‐
秒
１４

４
位
　
鈴
木
　
重
光

（岡
崎
山
岳

会
Ａ
）
７６
秒
６‐

５
位
　
川
村
　
耕
司

（岡
崎
山
岳

会
Ｂ
）
７６
秒
８５

〔団
体
の
部
〕

優
勝
　
岡
崎
山
岳
会
Ａ
チ
ー
ム

２
位
　
岡
崎
山
岳
会
Ｂ
チ
ー
ム

３
位
　
岡
崎
山
岳
会
Ｃ
チ
ー
ム

ス 昇

＝
平
成
２７
年
度
雪
山
技
術
講
習
会
＝

今
年
は
暖
冬

で
雪
山
技
術
講
習

会
が
実
施

で
き
る
か
危
惧
し
ま
し

た
が
、
２
月
２７
～
２８
日
の
２
日
間

大
日
ヶ
岳

で
行
な

い
１９
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

２７
日
の
検
定
は
、
中
山
、
高
橋

検
定
員
か
ら
総
合
力
の
指
導
が
あ

り
、
Ａ
コ
ー
ス
は
歩
行
訓
練
を
含

め
頂
上

ヘ
コ
ン
パ
ス
を
使

っ
た
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を
し
ま
し

た
。
た
だ
当
日
は
風
交
じ
り
の
雪

で
気
温
が
低
下
、
視
界
も
悪
か

っ

た
た
め
コ
ン
パ
ス
の
有
用
性
が
指

導
で
き
ま
し
た
。

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
ア
ン
カ
ー
の
構

築
か
ら
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
ア
ツ
ク

ス
ビ
レ
イ
を
一肩
が
ら
み
の
練
習
か

ら
行
な
い
、
ま
た
雪
洞
掘
り
の
訓

練
も
行

っ
た
が
、
そ
の
ま
ま
雪
洞

で
ビ
バ
ー
ク
す
る
者
が
３
人
あ
り

ま
し
た
。

夜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ン
ト
に

集
ま

っ
て
懇
親
会
と
な
り
、
講
習

中
に
は
で
き
な
い
話
題
で
盛
り
上

が
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

悪
天
候
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
／
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翌
２８
日
は
、
風
も
な
く
気
持
ち

の
良

い
朝
と
な
り
、
ビ
バ
ー
ク
の

人
も
快
適
な
夜
を
過
ご
し
た
よ
う

で
す
。

講
習
は
昨
日
の
反
復
か
ら
始
ま
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［罰帽胴躙洵”購劃州画断

長
野
県
で
は
、
登
山
の
安
全
対

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
長
野
県
登
山
安
全
条
例
」
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２８
年
７
月

１
日
か
ら
登
山
計
画
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

山
に
登
る
前
、
出
発
前
に
計
画

書
を
作
成
し
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

◆
提
出
先
＝
長
野
県
山
岳
高
原
観

光
課
、
長
野
県
内
の
県
地
方
事

務
所

（１０
ヶ
所
）
登
山
ポ
ス
ト

ヘ
の
投
函

（登
山
口
に
ポ
ス
ト

が
な
い
場
合
が
あ
り
注
意
―
）

◆
対
象
山
域
と
代
表
的
な
山
岳

〔北
ア
ル
プ
ス
〕
白
馬
岳
、
唐
松

岳
、
槍

ヶ
岳
、
奥
穂
高
岳
な
ど

〔南
ア
ル
プ
ス
〕
甲
斐
駒
ヶ
岳
、

仙
丈
ヶ
岳
、
赤
石
岳
な
ど

〔中
央

ア
ル
プ
ス
〕
木
曽
駒
ヶ
岳
、
宝
剣

岳
、
空
木
岳
な
ど

〔八
ヶ
岳
〕
蓼

科
山
、
天
狗
岳
、
赤
岳
な
ど

〔志

賀

。
苗
場
〕
岩
菅
山
、
苗
場
山
な

ど

〔戸
隠
〕
戸
隠
山
、
黒
姫
山
、

飯
縄
山
な
ど

〔上
信
国
境
〕
四
阿

山
、
浅
間
山
な
ど

〔奥
秩
父
〕
甲

武
信
ヶ
岳
、
金
峰
山
な
ど

〔御
嶽

山
〕
御
嶽
山

り
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の
練
習
、
ま

た
Ａ

・
Ｂ
コ
ー
ス
共
、
ビ
ー
コ
ン

捜
索
か
ら
掘
り
出
し
、
埋
没
体
験

な
ど
し
て
講
習
を
終
了
し
ま
し
た
。

（本
田
光
彦
）

仙
丈
・薮
沢
カ
ー
ル
の
不
思
議

千
種
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
ブ

武

藤

　

浩

０７
年
Ｇ
Ｗ
、
戸
台
～
丹
渓
新
道

～
仙
丈
～
甲
斐
駒
～
熊
穴
沢

へ
と

縦
走
に
出
か
け
た
。
雪
稜
と
岩
稜

の
縦
走
、
避
難
小
屋
／
ツ
ェ
ル
ト

に
よ
る
二
泊
三
日
、
単
独
行
だ

っ

た
。
当
時
の
山
行
記
録
集
を
読
み

返
す
と
、
山
行
二
日
目
の
５
月
５

日
の
夜
明
け
、
仙
丈
山
荘
の
冬
期

小
屋
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

～
穏
や
か
に
朝
は
開
け
た
。
夕

べ
の
地
吹
雪
は
カ
ー
ル
に
ま
だ
ら

模
様
を
描
き
、
そ
の
筆
跡
を
消
し

忘
れ
て
行

っ
た
。
濁

っ
た
白
地

（雪
）
に
、
鋭
く
光
る
杢
（氷
）
、
そ

れ
は
ま
る
で
真
珠
貝
の
内
側
の
よ

う
。
ス
プ
ー
ン

・
カ
ツ
ト
状
の
パ

レ
ッ
ト
を
覆
う
蓋
冗
こ
は
コ
ク
の

あ
る
タ
ー
コ
イ
ズ

・
グ
リ
ー
ン
だ
。

小
屋
に
別
れ
を
告
げ
て
カ
ー
ル
の

西
の
縁
を
目
指
す
。
～
突
然
、
つ

む
じ
風
が
吹
き
抜
け
て
陽
が
差
し

込
む
と
、
今
度
は
空
が
サ
フ
ア
イ

ヤ

・
ブ
ル
ー
に
透
き
通
る
。
モ
ノ

ト
ー
ン
に
沈
ん
で
い
た
パ
レ
ッ
ト

が
、　
一
瞬
に
し
て
ア
ワ
ビ
貝
に
化

け
て
輝
き
出
し
た
。

～
難
な
く
稜
線

へ
抜
け
る
。
振

り
返
れ
ば
、
カ
ー
ル
は
頭
を
擦
り

切

っ
た
よ
う
に
ガ
ス
で
埋
ま
り
、

程
な
く
稜
線
上
も
覆
わ
れ
て
し

ま

っ
た
。
風
が
凪
ぐ
と
音
も
消
え

た
。
日
前
に
は
乳
白
色
の
ト
ン
ネ

ル
が
口
を
開
け
て
い
て
、
行
く
手

だ
け
が
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
、
一肩

巾
ぐ
ら
い
に
狭
ま

っ
た
稜
線
が
左

回
り
に
続
い
て
い
る
。
う
ね
り
な

が
ら
上
下
す
る
ト
レ
ー
ス
に
、

淡
々
と
自
分
の
靴
を
重
ね
て
行
く
。

頭
の
中
も
真

っ
白
に
な

っ
て
、
空

中
を
漂

っ
て
い
る
感
覚
だ
。
途
中

で
頂
上
の
標
識
を
見
送
る
が

「
登

頂
」
に
は
何
の
感
慨
も
湧
い
て
来

な
か
っ
た
。
～
下
り
の
傾
斜
が
急

に
な
り
出
す
頃
、
ま
た
風
が
吹
き

出
し
て
嘘
の
よ
う
に
普
通
の
景
色

に
戻

っ
た
。
「
と
ん
で
も
な
い
も

の
」
を
見
た
と
思

っ
た
。
気
象
学

的
に
は
ホ
ワ
イ
ト

・
ア
ウ
ト
の

一

種
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
自
然

の
振
る
ま
い
は
、
時
に
軽
々
と
人

知
を
超
え
て
し
ま
う
。
ク
高

い
山

に
は
神
様
が
宿
る
ク
と
言
う
け
れ

ど
、　
一
本

一
草

・
岩
や
雪
に
至
る

ま
で
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
全
て
に

祈
り
た
く
な

っ
た
。
恐
れ
で
も
な

く
、
願
い
で
も
な
く
、
唯
々
そ
の

偉
大
さ
に
対
し
て
。
そ
れ
は
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
無

い
よ
う

な
、
ど
こ
ま
で
も
自
然
体
で
、
安

ら
か
な
心
境
だ

っ
た
。

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得 したい (帰

化 )、 遺言を公正証書で作成 したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得 して欲 しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々

定休日/火曜日

営業日寺間/10:00-20:00

朕′
輛痛
〒448メ俗 甫計妥日町1-13

TEL0566(23)8611

要  'し
て

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁 目21番21号

ω乃漿女慶大通駅から2分 0/1丸の内東桜 ビル1004号室

丁EL:090-4857-9130
∪RL:http://www.nygs‐ office.com/
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き

つ
い
コ
ー
ス
も
全
員
が
完
走

／

～
登
山
者
を
脇
目
に
駆
け
登
る
～

年
毎
に
盛
況
を
増
す
愛
知
県
山

岳
連
盟
主
催
の
山
岳

マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
３
月
５
日
（土
）
猿
投
山
に
於

て
開
催
さ
れ
、

６９
人

（成
年
男
子

３０
人
、
成
年
女
子
４
人
、
少
年
男

子
３２
人
、
少
年
女
子
３
人
）
が
参

加
し
た
。

当
日
は
、
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン
ロ

和
で
気
温
１３
度
の
無
風
状
態
と
な

り
、
午
前
９
時
よ
り
受
付
が
開
始

さ
れ
、
９
時
３０
分
に
開
会
式
が
行

わ
れ
た
。

始
め
に
北
村
理
事
長
が
挨
拶
、

岩
瀬
競
技
委
員
長
か
ら
コ
ー
ス
や

注
意
事
項
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

１０
時
に
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
距
離

５
．
２

ｋｍ
ヽ
高
低
差
４
８
０
ｍ
の
山
頂

ヘ
ス
タ
ー
ト
し
た
。

コ
ー
ス
は
駐
車
場
を
基
点
に
、

し
ば
ら
く
林
道
を
走
る
と
左
側
の

登
山
口
に
入
り
、
最
初
の
急
坂
と

な
る
。
再
度
林
道
を
跨
ぎ
、
や
が

て
選
手
に
は
辛
い
急
坂
が
つ
づ
き

今
日

一
番
の
頑
張
り
ど
こ
ろ
と
な

る
。
そ
の
後
、
緩
や
か
な
登
山
道

を
走
り
、
最
後
の
坂
を
登
り
切
る

と
東
の
宮
に
着
く
。
こ
れ
よ
り
平

坦
な
自
然
歩
道
で
選
手
は

一
般
登

山
者
と
の
接
触
に
気
を
配
り
な
が

ら
、
安
田
隼
人
選
手
が
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
に
飛
び
込
ん
だ
Э
そ
の
後

も
選
手
が
続
々
と
ゴ
ー
ル
し
、
最

年
長
の
浅
井
光
江
さ
ん
（６６
）
ら
全

員
が
無
事
完
走
し
た
。

下
山
は
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
１２
時

３０
分
迄
に
ス
タ
ー
ト
地
点
に
戻
り

ゼ
ツ
ケ
ン
と
引
き
替
え
に
、
参
加

賞
と
弁
当
が
渡
さ
れ
た
。

全
員
が
揃

っ
た
と
こ
ろ
で
表
彰

式
と
な
り
、
各
部
３
位
ま
で
の
入

賞
者
に
賞
状
と
賞
品
が
授
与
さ
れ

た
。

運
営
に
当

っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

選
手
た
ち
は

「き

つ
い
コ
ー
ス

で
苦
し
か
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
」

成
男

。
安
田
隼
人
さ
ん
。
「
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
感
じ
で
楽
し
く
走
れ
た
」

成
女

・
村
里
真
季
さ
ん
。
「
東
の

宮
ま
で
大
変
だ

っ
た
が
、
達
成
感

が
あ

っ
た
」

一
宮
工
高

・
諸
戸
和

哉
さ
ん
。
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
述

べ
て
く
れ
た
。
　

（中
平
等
新

一
）

各
部
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

▼
成
年
男
子
の
部

優
勝
　
安
田
　
隼
人
　
２７
分
５８
秒

２
位
　
福
井
　
哲
也
　
２８
分
２５
秒

３
位
　
丹
羽
　
紀
之

（Ｊ
Ｓ
Ｔ
東
海
）

２９
分
３７
秒

▼
成
年
女
子
の
部

優
勝
　
早
川
由
香
里
　
３５
分
５５
秒

２
位
　
杉
山
　
緑

Ｔ
菱
電
機
名
菱
〈じ

４２
分
０３
秒

３
位
　
村
里
　
真
季
　
４４
分
４２
秒

▼
少
年
男
子
の
部

優
勝
　
安
保
　
広
睦

（向
陽
高
校
）

３４
分
３７
秒

２
位
　
中
西
　
勇
登

（向
陽
高
校
）

３４
分
５９
秒

３
位
　
西
村
　
立電
雅

（
一
宮
工
高
）

３７
分
３８
秒

▼
少
年
女
子
の
部

優
勝
　
堤
　
　
奈
緒

（向
陽
高
校
）

４８
分
４３
秒

２
位
　
藤
原
　
真
緒

貧

宮
工
高
）

５６
分
４２
秒

３
位
　
西
田
　
　
昭
共
向
陽
高
校
）

５６
分
４４
秒

春
山
遭
難
対
策
会
議

３９
パ
上
ア
ィ
ー

‐５４
人
が
入
山

春
山
遭
難
対
策
会
議
が
、
４
月

９
日
（火
）午
後
７
時
か
ら
県
ス
ポ

ー
ツ
会
館
で
行
な
わ
れ
、
チ
ー
ム

の
リ
ー
ダ
ー
ら
２３
人
が
出
席
し
た
。

会
議
に
先
だ
ち
大
矢
気
象
予
報

士
か
ら
Ｇ
Ｗ
中
の
春
山
の
天
気
の

特
徴
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
、
今

年
は
暖
冬
で
雪
が
平
年
よ
り
１
～

２
ｍ
ほ
ど
少
な
く
、
山
肌
が
露
出

し
て
い
る
個
所
が
あ
る
。
ま
た
、

春
山
は
気
候
の
変
化
が
激
し
く
、

平
年
よ
り
高
温
で
上
空
の
寒
気
が

不
安
定
に
な
り
が
ち
で
、
疑
似
好

天
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
ほ
し
い
。
必
ず
天
気
予

報
や
積
雪
の
状
態
な
ど
確
認
し
て

出
か
け
る
こ
と
…
。

そ
の
後
、
各
山
域
別
に
分
か
れ

て
計
画
書
を
交
換
し
、
検
討
し
な

が
ら
意
見
を
述
べ
あ

っ
た
。
最
後

に
幹
事
パ
ー
テ
ィ
ー
を
決
め
、
下

山
報
告
を
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号
TEL〈 052〉 951-1166番

営業時間  午前 11:00～午後 2:30

午後 生00～午後 8:00

定 休 日   日曜日・第二・第二月曜日

a ぃ   ば   しょぅ

ウト 1.率

の
Original Wear&Goods

オリジナルウェア・CMウェア(広告掲載)

特許出願GLASS PERCH(グ ラスパ‐チ)

カジュアルユニフォーム&グッズ
デザイン・企画。制作
お気軽にお問合せ下さい。

株式会社リノポイント   〒491‐ 0835 愛知県―宮市あずら1‐ 5‐ 7

丁EL:0586‐ 58‐5021 FAX:0586‐ 58‐5022 E‐ ma‖ :ito@renopint.jp
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H28425現 在
平成28年度 春 山入 山状 況

▲槍 。穂高方面

(No.)  (所 属団体名 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

千種アルパインクラブ

トヨタ自動車山岳部A
や ま び こ 山 想 会

名古屋グルッペハイジ

アイシン精機山岳部

デンソー電友山岳部

トヨタ自動車山岳部B

(登 山 期 間 )

5/ 1 ～  5/ 4

4/30～  5/ 4

5/ 2～  5/ 5

5/ 3～  5/ 5

5/ 2～  5/ 6

4/29～  5/ 1

5/ 3～  5/ 5

5/ 3～  5/ 5

4/29～  5/ 1

5/ 1 ～  5/ 4

5/ 7～  5/ 9

4/29～  5/ 3

5/ 1 ～  5/ 4

5/ 2～  5/ 5

4/29～  5/ 1

4/29～  5/ 3

4/29～  4/30

〈
バ
〈
ム

岳

岳

山

山四
　
ク
　
ク

屋古

橋

々
佃
生
ユ

(登  山 ル ー ト)

岳沢BC～奥穂高岳・前穂高岳・明神岳などの尾根登攀

涸 沢 定 着  奥 穂 高岳 。北 穂 高 岳

中の湯登山口～焼岳北llt～ 中尾峠～秀網神社～中尾登山口

岳沢定着 コブ尾根。奥穂南稜。前穂・畳岩尾根

涸沢～北穂東稜～涸沢～前穂北尾根～‐岳沢

岩小舎沢～抜戸南尾根(東南壁)～抜戸岳～東尾根

上高地～岳沢～明神岳東稜 ～岳沢

上 高 地 ～ 岳 沢 ～ 南 稜 ～ 岳 沢

徳沢～横尾～槍 ケ岳～横尾～徳沢

徳沢～長塀 尾根 ～蝶 ケ岳  ピストン

徳 沢 ～ 蝶 槍 ～ 横 尾 ～ 徳 沢

燕岳～大天丼岳～常念岳～蝶ヶ岳～徳沢

中房温泉～合戦尾根～大天丼岳 ピストン

横尾～涸沢～穂高山荘～奥穂高岳 ピストン

槍平～中崎尾根コル～千丈乗越～槍ケ岳 ビストン

徳沢～長塀尾根～蝶ヶ岳～横尾/霞沢岳

中 房 温 泉 ～ 燕 岳  ビ ス トン

一
　

敏

智

義

　

　

祥

謹

普

喜

睦

寛

千

博

直

修

康

・ダ

　

田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外

，

り

村

保

本

松

村

川

藤

我

田

上

橋

藤

森

原

士

田

邊

吉

久

山

小

木

市

斉

曽

豊

根

高

伊

宮

桑

好

小

田

(人数 )

賢   8名
康   2名
子   3名
直   2名
崇   2名
真   3名
子   3名
昭   4名
-  3名
男   5名
代   6名
之   5名
治   8名
幸   1名
樹   6名
三   9名
浩   5名

岳

岨

山

こ

奇

び

山

ま

岡

や

▲後立山方面

史

太

史

崇

尚

泰

悠

明

　

芳

羽

中

田

村

合

丹

田

羽

木

河

部

会

Ａ

会

会

崎
岳
　
岳
岳

剛
帥
Ｓ
山
山

ＭＣ

古

　

橋

川

Ｍ
名

Ｇ

豊

豊

4/28～  5/ 2

4/29 -  5/ 1

5/ 1 ～  5/ 3

5/ 7～  5/ 8

5/ 3～  5/ 5

遠見尾根～五竜～鹿島槍～爺ヶ岳南尾根

天狗尾根～鹿島槍ケ岳北穂主稜～北峰～天狗尾根下降

猿倉 ～ 白馬 主 稜 ～ 白馬 岳 ～ 猿 倉

猿 倉 ～ 白馬 主 稜 ～ 白馬 岳 ～ 猿 倉

猿 倉 ～ 白 馬 岳 ～ 猿 倉

5名

2名

4名

2名

9名

▲立山・鍛岳方面

1  豊田自動織機山岳部

2  岡 崎 山 岳 会

3  豊田山岳会 (B隊 )

4

5

6

7

8 名古屋グルッペハイジ

い肉一〈バ
〈ム

は
岳
岳

山

山

″
知

崎

愛

岡

4/29～
4/25～

5/ 3～
4/29～
4/28～
4/28～

5/ 3～
5/3-

室堂～雷鳥沢 ～別 山～雄 山～室堂

太郎平小屋～薬師沢小屋～雲の平小屋～高天原

雷 鳥 沢 キ ヤ ン プ 場 ～ 奥 大 日岳

雷鳥沢 キ ャ ンプ場 ～ ピー クハ ン ト

馬場島～早月尾根～飢岳  ピス トン

折立～太郎平小屋(BC)薬 師沢カール・黒部五郎カール

ブナクラ沢～赤谷山～池の平山～飢岳～馬場

室 堂 ～ 雷 鳥 沢 ～ 立 山三 山 ～ 室 堂

裕

博

文

樹

隆

司

生

也

明

康

良

建

義

耕

一
卓

伯

富

中

井

木

村

村

川

佐

内

竹

坪

青

川

高

湯

5名

2名

6名

5名

3名

2名

4名

2名

▲その他方面

輻   袂
海外 トレッキング/世界の曲旅 専門旅行会社

ますは「ツアーカタEIlグ」ご言青求下さい.

個人&グループでのご不」用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名駅 3-23-2第 3千福ビル 3階

FAX1052-561-8338  1-mal linagoyaealpitte― touF.CO続

ホームページ http1//曹ww.al,i tte― tour`co協

降嘲降は
ヨン山岳部降降　降

判尊山山
・ポレ．シ剌山
ク山

利糞輸［イノァックコ猜刹　割

5/ 1 -

4/30～

4/30～
4/30～

5/ 2～
5/ 3～
4/29～

5/ 3～
4/29～

風越山～三ノ沢岳～宝剣岳～木曽駒ヶ岳～上松尾根

上松アルプス山荘～木曽駒ヶ岳 ピストン

美 濃 戸 ～ 赤 岳 主 稜 ～ 美 濃 戸

夜叉神～池山小屋～北岳  ビス トン

北沢峠 (BC)～千丈岳・甲斐駒 ヶ岳

富 士 山 (富 士 宮 ・ 須 走 り )

日暮沢～以東岳～大朝 日岳～ 日暮沢

湯の台ロコース～鳥海山 ピス トン

カ ナ ダ ・ ワ プ タ 氷 原

山 本

多 田

木 村

岩 瀬

水 野

馬 場

上 田

上 田

山 本

7名

1名

2名

3名

2名

3名

2名

2名

6名

雄

一
崇

生

郎

子

彦

彦

久

広

純

　

幹

史

敏

歳

歳

幸

◆
７

・
８
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月  日 容内

7.5
7.10

7.16～ 17

7.21

7.22

8.2
8. 6～ 10

8.17´-19

8.21

8.23

常任理事会 (OMCビ ル)

気象遭難対策講習会 (県スポーツ会館 )

国体東海ブロック大会 (愛知)

第1回」rクライミング講習会 (ビックロック)

第2回」rクライミング講習会 (自 由人)

常任理事会 (OMCビル)

全国高等学校登山大会 (岡 山。蒜山)

高体連夏期大会 (県民の森 。海老沢 )

少年少女登山教室 (鈴鹿山系 )

第 2回理事会 (県スポーツ会館 )



平成 28年 6月 21日 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 第418号 (6)

貰
摯
臨
ヨ
劇
倒
□

・
猥
ヨ
回

（嵌
無
）
“
綻
颯
幣
蝉
軽

い
ヽ

（栗
韓
）
翡
Ｋ
鸞
訃
躙
姜

口
輝
壊
―
十
К
暉
ヨ
回
９
根
？
ミ
゛

（嵌
＝
）
“
檸
興
回
Ｎ
状

・
“
載
撃
ョ

ロ

０
ミ
蛉

（嵌
長
）
嶺
静
卿
回
一遺
事
ヨ

ロ

一
く
い

´
梓
培
ヽ
４
■

口
囀
澤
４
導
障

申
事
書
攣

“
，

ま
≧

（
嵌
長
）
“
種

嘱
絆

理
，

ュ

く
０

（驀
嵌
）
嶺
露
苺
軍
氣
ヨ
劇
ま
掟
回
Ｂ
番
豪
■
鎗
α
専
壺
菫

倒
Ｔ
〓
ゝ

（訃
来

）

ト
ミ

，
ニ

ート
・
Ｌ
よ

回
８

駅

Ｎ
Ｔ

〓
ゝ

（薇
嵌
）
“
饉
撃
蟹
狡
象
燿
呻
ヨ
ロ
畑

べ
ヽ

（ヨ
置
）
“
縦
磨
―

黙
ヽ
や
エ
ー
ミ
回
畑

∞
Ｔ
０

（ヨ
悼
ド
Ｒ
ミ
Ｆ
沢
ミ
奮
Ｆ
δ
３

口
９
雲

一
Ｔ
∞

（ヨ
情
）
ヨ
＝
〓
側
軽
ヨ
串
卜
■
１
か

Ｏ
γ
ト

（〓
條
葦
）
０
攣
磨
Ｅ
●
鞍
＝

・
絆
卑

一，
９

（候

Ｈ
）
“
露

嘔
懲
騒
ぶ
終

側
回
９

総

ヾ
∴

お

（さ
摯
磨
ヨ
串
＝
目
）
凶
要
筆
旧
嶺
印
饉
１
４
■
К
ヽ
呻
ョ

一
Ｔ
Ｒ
ｏ

（颯
串
）
凶
コ
量
薇
準
駆
褻
や
鶯
理
■
＝
＝
償
＝
担
〓
Ｒ
占
ミ
一

（ョ
Ｈ
）
０
準
応
爆
暴
製
鋼
颯
ョ

）
γ
Ｒ
ゝ
一

（■
攣
）
凶
妻
輸
糎
憫
田
姜
中
脅
理
ヨ
串
Ｏ
Ｉ
■
薇
■
９
島
ゝ
一

（晏
嵌
）
翡
静
国
回
∞
猥
　
∞
ミ
〓

（嵌
嵌
）
４
秘
勲
ヨ
劇
ｔ
業

０
く
〓

（騨
口
）
瘍
К
ヨ
申
贅
口
期
回
３
織

０
４
ゝ

｝

（崚
議
）
凶
選
事
薇
爛
印
憫
―
＝
十
К
全
山
ョ

０
守
ミ
ゝ

（簑
＝
）
ヽ

、
Ｒ
ハ
ヽ
と
ヽ
ヽ
ハ

い
ヽ
ミ
モ
回
斜
曇

Ｒ
ム
ミ
一

（嵌
嵌
）
饉
“
暉
眸
製
□
劇

゛
く
］

（薇
嵌
）
“
偶
書
ヒ
塁
ヨ
錮
薫
使
回
〓
総
　
一
Ｔ

，
ヽ

（Ｈ
奮
）
ヽ
、
択
ハ
て
ャ
ヽ
ヽ
ハ
い
ヽ
ミ
誓
回
〓
機

一γ
Ｒ
ヽ

（熙
論
）
〓
Ｒ
譴
６
綱
藤
Ｄ
く
卜
゛

ｏ
γ
Ｒ
ヽ

（属
中
）
摯
訃
錮
Ｋ
ｌ
ｄ
終
回

一
Ｔ
Ｒ
ヽ

（候
颯
）
０
持
田
日

，
総

い
ヽ

ト
ーー
＝
ハ

増

最

撻

（堰
“
恒
ぶ
藍
）

０
颯
喘
議
ヨ
期
回
一燿

０
ミ
や

〈薇
ｅ
“
鰈
）
撃
鍵
郡
撻
螢

Ｏ
Ｔ
Ｒ
お

（彗
ロ
ロ
寝
巨
摯
）
雄
載
彙
薇

Ｏ
Ｔ
卜
一ゝ

´
撃
へ
豪

・
襴
Ｇ
出
蟹
〕ぐ

Ｋ
薇
Ｈ

一
Ｔ
卜
く
∞

（ヨ
種

・
ヨ
置
）

＝
Ｋ
ョ
＝
挙
ホ
や
撻
□
０
　
〇
一‘
≧

（
似
業
磁
奢
）

嶺
壼
日
ヽ
ハ
”
ヽ
い
ヽ
ミ
回
一撃

↑
ゝ

（層
籐
）
印
霊
ヨ
期
薇
さ

ｏ
Ｔ
Ｒ
お

一

（Ｉ
Ｒ
ハ
い
ｚ
゛
ヽ
口
）

“
鼈
腱
ヽ
ハ

″
ヽ
い
Ｏ
Ｌ
回
一盤
２
ヽ
９

（環
係
）
“
Ｋ
く
轟

∞
Ｔ
Ｎ
ミ
〓

理
沐
卿
ヽ
ハ
“
ヽ
い
ヽ
基
に
回
卜
紙

マ守
”ミ

，

“
嘔
尊
綸
ヨ
劇
回
Ｎ
織

ト
ミ
一

綺

に

颯

雌

ポ

　

ロ

（奮
匿
）
準
堰
中
曇
回

卜
く

，

控
畑
翠
讀

∞
｛
お

鯉
０
翠
漂

鶏
占
ミ
一

理
“
単
懇

Ｎ
Ｔ
〓
ゝ

（最
劇
）

ヽ
、
口
ヽ
終
擬

い
Ｔ
９
ヽ

理
０
翠
蘊

せ
ム
ヽ

口
０
翠
瀬

卜
と
お

燿
蜘
学
懇

一
Ｔ

，
お

理
中
翠
額
γ
ｔ
ｏ

（＝
抑
）
量
ロ
ロ
ニ
爆

０
点
じ

一

（製
恭
）
畑
鋼
事
章
□

↑
さ

（日
珠
目

・
ヨ
詢
慎
）
ョ
ゆ
姜
薇

０
ミ
一

翡

嘔
喘
悩

購

築

皿

マ
て
い

（田
劇
）
嶺
鰈
暉
ヽ
■
回
８
織

や
く
い

ぐ

口
嶋
曇
撃
撃

祖
　
へ
く
〓

（礁
Ｓ
疑
Ｋ
Ｅ
ヨ
）

條
鰈
騒
筆
皿
回
８
曇
　
”
く
〓

（平
κ
蜃
）
輌
載
嘔
喘
騒
雌
梃
皿
〓
ヽ

（平
Ｋ
蜃
）

響
中
轟
ま

・
轟
嶺
壼
載
〓
爾
ヨ
■

０
く

，

颯
籠
彗
凛
燿
暉
ヨ
撻
よ

”や
ヽ
お
一

（日
ぐ
景
卜
簿
）
０
準
臨

・

陶
儒
奪
輝
屁
縣

∞
γ
ミ
ゝ

一

彗
ネ
●
〓

・
■
嶺
憲
萩
燎
ロ
ヨ
や

Ｏ
ｔ

，

1 3
“
韻
製
ヨ
期
回
一曇

卜
く
ゆ

（平
К
醸
）
瘍
鸞
嘔
崎
卑

∞
ミ
０

（□
ぐ
費
ふ
騨
）

懇
印
続

・
準
臨
蝶
輝
唯
響

Ｏ
Ｔ
Ｒ
お

（蜂
回
）
も
懇
楔
ヨ
剤
回
倒
薇
Ｒ
ゝ

（雫
К
鰈
）
ぐ
■
□
嬌
増

（
ヨ
置
〉
似
算
奪
郡
ヨ
綱
０
鍵

（準
副
）
翡
凛
嘔
鸞
卑

ハ
侵

黎

颯

準

）

ぐ

印

翻

ヨ

“

∞
，

ま

ヽ

（平
К
藍
）
憫
製
郷
需
図
響
増
Ｅ
轟

一ミ
倒

（平
К
礫
）
憫
懇
製
ョ
出
回
∞
曇

寸
ミ
Ｎ

（準
覇
）
硝
慧
製
ヨ
中
回
め
織

卜
ヽ

○
側
ぶ
餞
Ｒ
ヨ
申
ば
鰈

寸
く
崎

（平
К
唾
〉
傷
Ｓ
督
ヨ
お
“
頓

０
く
ゆ

（■

К
礫
）

嶺
帥
儒
薇
瞑
回
一総

］
く
０

（
誓

К

蟹

〉

條

和

需

麟

夜

燎

目

縣

瞑

０
く

ト

（日
錢
）欄
驀
ヨ
綱
も
念
■
も
κ
ゝ

０
＝
心
饉
郵
ヨ
串
』
螢

ヾ
ヽ
６

（箸
К
螢
）
準
答
ヽ
ョ
嘱
“
蜃

”
く
６

（製
Ｉ
経
中
）
準
印
薔
０
域
回
Ｎ
曇

ヾ
ゝ

゛

い
ぶ
や
□
ｅ
ヨ
Ｒ
お
一

（毬
縮
）

○
側
尋
饉
凛
ヨ
劇
ば
饉

０
く
９

（■
К
蟻
）

“
集
継
Ю
ぺ
や
や
製
＝
　
０
ミ
ニ

（製
嚇
罐
Ｋ
）
嶺
印
書
国
謳
ｏ
く
〓

（投
妥
腟
姜
〉
ヽ
や
く
ヨ
輌

・
―
十
К
選
事
０
一ム

く
Ｎ

（ヨ
郭
鷹
）

〓
Ｒ
ハ
ヽ
い
ル
呻
ヨ
晨
劇

）
お

“

ヽ
棒 t
田 0
事 ‖
絆 脅

“
総
撻
＝
震
眸

一
く
゛

事
置
回

，
鴻

ゆ
ゝ

車
＃
回

一報

０
く
い

“
檸
製
回
一
盤
＆
≧

事
響
回
倒
盤

卜
≧

中
姜
回
∞
爆

０
ヽ

“
苺
響
回
゛
濃

∞ミ
〔

出
■
回
一
雲

゛ゝ

●
撃
回
ゆ
燿

゛
ヽ

゛
韓
鳳
回
“
爆

∞
く
９

螂
響
回
一
盤
　
一
さ

一

単
黎
回
卜
状

一卜

一

事
絆
回
∞
織

り
ヽ

一

“
■
卿
回
一
爆

一
ミ

一

翠
響
回
０
悪

０
く
一

中
書
口
９
織

卜
ヽ

０
棒
鮒
回
い
盤

∞
ミ
〔

“
響
回
〓
曇

ト
ト

尊
攀
回

，
雲
　
）
ヽ

当
ｄ
権
椰
Ｌ
劉
興
呻
題
吐
最
熙

側
峰
”
銀
優
丼


